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Backgrounder on Toshiba’s participation at Fuori Salone 2010 in Milan
■出展理由
当社の新照明システム事業のブランド認知向上を目的に出展します。当社は２００９年４月より、新照明システム事業の営業拠点を欧州に置き、マーケティング活動を開始しました。照明には情緒的な価値があり、当社の新照明ビジネスにおいても“情緒的価値”を大切にしたいと考えています。様々な展博があるなかでも情緒的な価値を訴求する場として、ミラノサローネはもっともふさわしいと考えています。
■メッセージ
「ルチェステ（光の空）」

私たちが空間の中で表現したいのは、本来の美しい光そのものです。LEDのイメージを覆すような、優しく繊細でありながらダイナミックに変化する光の魅力を空間の中で体験いただきたいと思います。まるで母体の中にいるような、光そのものに包まれる不思議な感覚を楽しんでいただくと共に、人も地球の生態系の連鎖に美しくつながっていることを感じていただければ幸いです。

人を大切にし、豊かな価値を創造し、社会に貢献するという経営理念のもと、TVやPCなどのデジタルプロダクツだけでなく、半導体から発電事業まで幅広い製品を手がける私たち東芝は1890年に日本で初めて白熱電球を実用化して以来、情熱と飽くなき探求を持って、つねに新しい光の価値づくりに挑戦してまいりました。当社の新照明システム事業が掲げるブランドコンセプト「人と環境に調和したあかり文化への貢献」には、人々の暮らしを快適に豊かにし、明るく照らしたいという創業時の思いと、より良い地球環境の実現のために、先導的な役割を果たす地球内企業としての強い意志がこめられています。当社は本年3月一般白熱電球の製造を中止しましたが、今後はLED電球をはじめとした環境調和型製品の更なる普及促進を進めると共に、新しい光の価値の創造に皆様と共に挑戦し続けることが我々の使命だと考えています。
2010年4月

地球内企業　株式会社東芝

■コラボレーションの経緯
課題設定はインハウスのクリエイティブ・チームで行いました。『情熱と飽くなき探求を持って、つねに新しい光の価値づくりに挑戦する』という私達のブランドメッセージを伝えるために、LED光源が持つ潜在力を引き出し、従来のLED照明が持っていた無機質なイメージを覆すような、優しく繊細でありながらダイナミックに変化する光の魅力を空間の中で表現すること。そしてまるで生きているような光がこころに沁み込んでくるような、光の体験空間を創ろうという内容です。そして、このチャレンジングな試みを具現化させるために、自前主義（インハウス）を超え、クロスボーダーなクリエイターの方々に協力を求めました。

幅広いジャンルの中から有力な候補者を選び、話し合いをさせていただきましたが、皆様、とてもユニークな方々で正直選択に迷いました。その中で建築家の谷尻誠氏とは、光やエコロジーに対する考え方や姿勢に非常に共通する部分が多く、ジャンルを越えたユニークな発想ができることも今回の主旨にピッタリだったために、この仕事をお願いすることにしました。そこから谷尻氏による、具体化のためのアイデアづくりとクリエイターの方々との協働が始まりました。

伏屋 信宏 （株式会社 東芝）

■テーマを落とし込んだ空間コンセプトの考え方
最初に私が、お話を頂いて考えたのは、光とはいったい何なのかと言うことです。言葉にはするものの、光の形を見たことも触ったこともない訳ですから、まずはどんな空間をつくるかということよりも、光について深く考えました。その結果、たどり着いたのは、光を説明するのではなく、光を感じ、気づいて頂ける場を作るべきだと。空間としては、光のみが感じられる場として、空間を抽象化することを提案させて頂きました。光以外の様々な要素を排除することで、光だけが浮かび上がり、本当の意味で光と向き合える場をつくる事を考えました。なにもないということが、ある意味、強度になるのではないかと。また光を感じてもらう要素として、可能な限り自然に近い状態に近づけるため、我々の力では制御できないマテリアル”気体”をつかって、光の形や色を、ここでは具現化しています。

私たちは、普段日常で光を常に見ていますが、改めて光の持つ美しさ、豊かさ、情緒などを、再確認できる、そんな空間が人それぞれの記憶の中にある光ある風景と結びつき、本来の

光の持つ美しさを感じて頂ける、そんな場所になれば私たちはうれしく思います。
谷尻 誠（サポーズデザインオフィス）

■インスタレーションの中心である光の演出の考え方
谷尻氏から提案された空間は日常を感じさせない場所。光の美しさや繊細な振る舞いをつかみ取れる空間でした。そこで表現できる光の美しさとは何か？人は人工光源にどれだけの美しさを期待しているのだろうか？これからの照明を考えたとき、LEDが非常に有効な照明手段になることは疑いようがありません。しかし、われわれは心のどこかで現状のLED照明に距離感を感じてしまいます。その距離感はこれまでの長い時間の中で慣れ親しんだ既存光源との光の振る舞いの違いによるものだと思います。

ここで行う演出は流体を利用した極めて繊細な色と光の演出です。人工的に感じるLEDで具現化される色や風景から、人工的な感覚を取り除き、本来、光の持つ美しさを感じていただけるような時間をつくっています。ここでの体験が人それぞれの記憶に残り、LEDに対する距離感を埋めることができれば、と思います。

岡安 泉（岡安泉照明設計事務所）

■光の演出・空間を実現するための考え方
「光には奥行きがない」
通常のライティングでは「光源」と、「光源から被写体までの距離」によって「照度」が求められます。人間の視覚上、そこに光があることが容易に認識することができますが、今回のインスタレーションではその位置をまったく特定できなくする必要がありました。いわば、物理の結果を求める照明の世界とはまったく間逆のことをしよう、というアプローチでした。
通常、人間の感覚として物体の認識のためには、五感あるなかの必ず二感を使うといわれています。谷尻氏の空間設計により場所そのものをシームレスにして視覚上の距離感を喪失させ、さらにはオノセイゲン氏による音のインスタレーションによって聴覚や方向感を失ってしまうなか、空間にはただ一点だけ穴が開いていることを見つけ、そこには光があります。そして光にはもちろん、決められた奥行きなどありません。

あなたの中にある感情を引き出してゆく美しい光。

あなたの人生の記憶のある、美しい光。

あなたが感じる、あなたの中の美しい光。

最終的に、あなたは空と会話し、光に包まれ、そして引き込まれてしまう。

―これが今回のプロジェクトで描いたシナリオです。

「包まれる光」という感覚を実際に表現することは非常に難しいことです。今回のインスタレーションのアプローチは、光を使って何かをすることではなく、光そのもの可能性を極限まで探り、人間をはじめとして全ての動植物が必要とする光とは何かを見つけ出すことから始まっています。単にLED（Light Emitting Diode）という光デバイスの可能性を探ったものではないことにご留意ください。

「光の空」のキーワードでもある「空気感」
私たちが存在する地球の外側には発光体である太陽（コロナ）があり、地球の外側は大気と水が蒸発して発生した雲に覆われています。そのため、私たちは大気を通じ太陽の光を間接的に見ており、それが「空」なのです。LEDとは半導体素子に電気を通すことで発光している言わば点光源です。そんなデバイスにより奥行きを喪失させるためには、さまざまな試行錯誤がありました。最終的には、ドットRGB-LEDと異なる色温度の白色LEDを組み合わせた光源を空間層に拡散させていくことで、柔らかく、かつ表情豊かな光をつくることに成功しました。さらには舞台で使用するフォグマシンの煙を異なるレイヤー上に流すことで、大気と同じような流量を実現しています。

本来の美しい光そのもの、それは空ではないかと何となく感じていました。本プロジェクトは、私がこれまでに手掛けてきたLEDインスタレーションでの経験と知識を頼りに「光の極み（きわみ）」を表現し、さらには光と対話することにチャレンジしたものです。吸い込まれそうになるような感覚、何かが呼び戻され自然と涙が出るような、記憶や感情とシンクロナイズドされた不思議な空間をお楽しみください。
坂本 眞一（グラフィカ 株式会社）

■空間を際立たせる音についての考え方
『繊細な光の聴覚デザイン』

私は、音楽について2種類の仕事をしています。ミュージシャン、そして録音エンジニア。共通するゴールは「いい音の体験」を届けることです。この空間に音楽はかかっていません。人々は個々に社会背景、日常の記憶と経験値、趣味趣向が異なるため、ふつうの音楽演出（あるいは環境音とか記号音）では、コンテクストにしばられてしまいます。また、どんな音の体験（空間あるいは音楽）が心地よいのかも、人それぞれです。

建築家、谷尻誠さんからの提案は、「空間を抽象化すること」「日常を感じさせない場所」「何もないということ」でした。要するに、「（どこが境目なのか分からない空間で）それぞれの記憶の中にある光ある風景と結びつき、光の持つ美しさを感じる」ということです。

スピーカーも何も置くことができない囲われたスペースでは、初期反射 ―壁からの反射音― がフラッターという現象を起こし（例えば、日光東照宮の鳴き龍のような「ビーン」と壁が鳴る音）、より狭い空間に感じてしまいます。そこで、そのスペースとはサイズの異なるスペースの初期反射と響き、すなわち空間情報を加えることにより、聴覚的にも境界が分かりにくい空間、内側なのか外側なのかも分かりにくい空間の仕組みをデザインしたというわけです。

一方、日本で16世紀に千利休がつくりだした「茶室」とは、仕切りに囲まれた小さな空間で、無限大に広がる宇宙を想像します。地球と宇宙、あるいは空と海には、実はそれらを隔てる仕切りはありません。空間＝空（Empty）＋間 (Space)。緊張、集中とリラックスが同時に起こる空間では、もし音が聴こえていても「無」になる・・・西洋でも「禅」「茶室」「間」とか「気」の概念は知られています。何もないはずの「間」というのは、音楽、ダンス、あらゆるエンタテイメントにおいて、より重大な情報を持っています。テンポやグルーヴ、歌い方といった表現に出ている音、動きそのものの直前の「間」（＝息とか、ジャンプする前の踏み切りのタイミングなど）、また同じ楽譜に書かれたはずの音楽が、指揮者が変わるだけでなぜが異なるのか、こういうことすべてが「間」により統率とコントロールされていると言えます。

さらに「美しさ」とか「心地よい空間」という概念は、好みのワインと同じく趣味趣向、経験値により異なるわけですが、その誰にとっても「いい音」とはイコール「空間情報」なのです。この空間では、視覚的にも聴覚的にも境界が分かりにくい、内側なのか外側なのかも分かりにくい。LEDの繊細な光の中で、まるでタイムマシンのように異なる時空へ移動しながら、記憶と創造をお楽しみください。自分の足音や口笛、こどもがはしゃいだ会話までもが、この空間の音源となるのです。
オノ セイゲン（Saidera Paradiso）
■プロフィール
伏屋信宏　クリエイティブ・ディレクター

デザインセンター参事
1963年生まれ、1986年　千葉大学工学部・工業意匠科卒業、同年（株）東芝入社。デザインセンターにて、社会インフラのコンセプト開発を中心に活動。主な実績に東京電力中央給電指令室、首都高速道路中央環状新宿線（山手トンネル）交通管制システム、ANA羽田空港総合案内システムなど。『ドリームコンテナ展』『Future Eco-products』『Tokyo Smile PJ』などイベントディレクションも手がける。
【講師】
1997年・1998年　東京大学大学院デザインワークショップアドバイザー

1998年　武蔵野美術大学特別講師

1998年　千葉工業大学特別講師

1999年　日本電子機械工業会デザイン委員会エコデザインWGリーダー

2001年　大阪府オープンカレッジ・デザイン講師

2007年　日本大学非常勤講師

【投稿】
1999年　IEEE：life Cycle Planning Methods 

　　　　　　for Environmentally Conscious products

2007年　電子情報通信学会：4分33秒

--

谷尻誠　建築家

サポーズデザインオフィス代表

1974年 （広島生まれ)

2000年　建築設計事務所Suppose design office 設立。

住宅、商業空間、会場構成、ランドスケープ、プロダクト、アートのインスタレーションなど、仕事の範囲は多岐に渡る。

広島・東京の二カ所を拠点とし、国内外合わせ現在多数のプロジェクトが進行中。

【講師】

穴吹デザイン専門学校 特任講師

【受賞】

2009年　平和大橋歩道橋設計国際競技ファイナリスト

2009年　Modern Decoration International Media Prize / Annual Commercial Award (上海)

2009年　AR Award / commendation (London)

2009年　INAXデザインコンテスト銀賞受賞

2010年　UPTO35 ギリシャ国際設計競技ファイナリスト

2010年　愛知まちなみ建築賞

2010年　住まいの環境デザインアワード W受賞

など、その他、国内外多数の賞を受賞。

2010年には、初の著書も理論社より出版予定。

--

岡安泉　照明デザイナー

岡安泉照明設計事務所代表

1972年生まれ。1994年日本大学農獣医学部農業工学科卒業、同年生物系特定産業技術研究推進機構入所。農業機械の開発研究に従事。1999年より2007年まで照明器具メーカー勤務のほか、2003年よりsuper robotでデザイン活動開始、2005年ismi design office 設立。2007年岡安泉照明設計事務所に改称。

光学設計、照明器具の設計・デザイン、照明計画を行う。

これまで青木淳設計の「白い教会」、山本理顕設計の「ナミックステクノコア」、伊東豊雄設計の「generative order-伊東豊雄展」などの照明計画を手がける。
--

坂本　眞一 テクニカルアドバイザー

グラフィカ株式会社　代表取締役社長

1972年大阪府生まれ、岡山大学法学部卒業。

司法書士事務所勤務、株式会社岡山シティエフエム技術部次長を経て1998 年5 月より現職。

2003年より独トラクソンテクノロジーズ社の日本現地法人「日本トラクソンテクノロジーズ株式会社」を設立、国内におけるLED 演出照明の普及をすすめ、独オスラム社とのジョイントベンチャーに携わる。LEDを使った演出照明の視点から関与プロジェクトを通じてマルチメディアコントロールの融合を建築照明に活用する「アーキテイメント」( 演出と建築照明の融合) を提唱する。

【展示会】

2006年 JAPANSHOP Graphica×Traxon 共同ブース“Company＋Design＝POWER”

（社団法人日本ディスプレイ業団体連合会　奨励賞受賞)
2007年 京都造形芸術大学　デジタルライティングシンポジウム　LED マトリクスアートインスタレーション

【兼職】

株式会社　エヌアイシー 代表取締役

社会福祉法人金曜会　監事( 業務監査担当)

特定非営利活動法人　ミーツ　理事

--

オノ セイゲン

作曲家/録音エンジニア
『COMME des GARCONS / SEIGEN ONO』ほか多数のアルバムを発表。2008年には３回目の出演となるスイス、モントルー・ジャズフェスで“Le petit ballets des Rolly”を世界初演。また、録音エンジニアとして、坂本龍一、渡辺貞夫、ジョン・ゾーン、マイルス・デイビスなど多数のプロジェクトに参加。空間デザイン、スタジオ設計なども手がける。
【役職】

C.E.O. Saidera Paradiso Ltd.

(Saidera Ai dep. / Saidera Records dep. / Saidera Mastering dep. )

【ホームページ】
www.saidera.co.jp

www.rollyballet.com

www.myspace.com/seigenono
■
